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３３３３    授業での新聞活用授業での新聞活用授業での新聞活用授業での新聞活用    

        （（（（６６６６））））道徳での実践道徳での実践道徳での実践道徳での実践    

 児童は道徳の時間が大変好きです。理由を聞いてみると自分の考えをたくさん発表で

きるからと答える児童が多いようです。道徳の学習は学校での教育活動全体で行います

が、その核として副読本などの資料をもとに道徳的価値について学習します。 

しかし、私の経験ですが、高学年に進んでくるに従って、児童は副読本の資料のみで

は飽き足らなくなってくるようです。また、国語の読み取りのように考え、「おそらく先

生はこういう答えを期待している」と思われることを言う児童も増えてきます。 

 そこで、数年前から道徳の学習でも新聞の活用を行っています。資料だけでは味わえ

ないリアルな現実を児童に示すことによって、児童は積極的に学習に取り組むようにな

ると考えています。 

 

        ・「・「・「・「マナーについて考えようマナーについて考えようマナーについて考えようマナーについて考えよう」」」」    

 副読本で、公共のマナーについて学習した後に、参考資料としてリアルな現場での事

例を示したり、普段のＮＩＥコーナーのような場所に貼って、児童が考えを交換し合え

るような資料を提示したりすることが考えられます。下の記事は、公共の場でのベビー

カーの使用が取り上げられているものですが、ベビーカーを使う側と、そうでない側の

どちらの立場からも考えを深めることができる大変よい資料だと思います。ぜひ授業の

中で活用したい記事です。 

この記事を元に児童が自分なりの考えをもち、友達と意見を交換するような言語活動

を取り入れることができれば、「マナー」についての意識も高まってくると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２０１３．１．１２朝日新聞） 


